
　

○
月
×
日　

ス
ペ
イ
ン
第
２
の
都
市
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
貧
民
街
。

中
国
人
の
出
稼
ぎ
労
働
者
た
ち
が
海
賊
版
の
バ
ッ
グ
を
作
り
、

こ
れ
ま
た
不
法
移
民
の
ア
フ
リ
カ
・
セ
ネ
ガ
ル
人
が
売
り
さ
ば

く
。
そ
ん
な
裏
社
会
で
、
彼
ら
の
稼
ぎ
を
か
す
め
取
る
仲
介
屋

を
生
業
と
し
て
い
る
男
（
ハ
ビ
エ
ル
・
バ
ル
デ
ム
）
だ
が
、
ド

ラ
ッ
グ
に
溺
れ
精
神
を
病
み
娼
婦
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い

る
妻
に
代
わ
り
、
幼
い
二
人
の
愛
児
を
大
切
に
育
て
て
い
る
別

の
貌
も
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
供
に
単
語
の
綴
り
を
聞
か

れ
、「
Ｂ
Ｉ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
／
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」（
ア
レ
ハ
ン

ド
ロ
・
イ
ニ
ャ
リ
ト
ゥ
監
督
）
と
「
発
音
ど
お
り
書
け
ば
い
い

ん
だ
よ
」
と
教
え
な
が
ら
も
、
自
ら
は�

���
����
�

�
���
����
�

と
正
し
く

教
え
ら
れ
な
い
。
父
母
と
の
不
幸
な
別
れ
か
ら
、
孤
児
と
し
て

育
ち
教
育
も
受
け
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
警
官
に
賄
賂
を
渡

し
、
ア
フ
リ
カ
人
た
ち
の
路
上
販
売
を
見
逃
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
が
、
一
斉
逮
捕
に
追
い
込
ま
れ
、
ま
た
中
国
人
た
ち
の

地
下
工
場
も
全
員
が
ガ
ス
中
毒
死
に
遭
う
。
そ
ん
な
追
い
詰
め

ら
れ
た
日
々
の
中
、
余
命
２
ヵ
月
の
末
期
が
ん
を
宣
告
さ
れ
て

し
ま
う
…
。
残
り
の
人
生
を
ど
う
生
き
た
ら
よ
い
の
か
。
妻
や

子
供
、
さ
ら
に
は
中
国
人
や
ア
フ
リ
カ
人
た
ち
の
幼
い
連
れ
子

た
ち
に
対
し
自
分
に
は
何
が
。�
美
し
く
�
生
き
る
に
は
。
沢
木

耕
太
郎
は
映
画
評
で
、
こ
の
男
が
「
西
洋
絵
画
の
中
の
イ
エ
ス

の
姿
に
似
て
見
え
て
く
る
」
と
書
き
つ
つ
、
受
難
を
一
身
に
背

負
い
な
が
ら
も
イ
エ
ス
と
違
っ
て
「
誰
も
救
う
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
。
２
０
０
０
年
後
、
世
界
は
ど
う
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
と
思
う
。
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
あ
っ
て
は
、

観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
も
、
多
数
の
ア
フ
リ
カ

人
や
中
国
人
が
蠢
い
て
い
る
絶
望
的
な
状
況
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

○
月
×
日　

南
ア
ル
プ
ス
・
塩
見
岳
の
山
懐
に
抱
か
れ
た
大
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鹿
村
で
は
、
３
０
０
年
も
続
く
「
村
歌
舞
伎
」
が
今
も
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
。「
大
鹿
村
騒
動
記
」（
阪
本
順
治
監
督
）
は
、
歌

舞
伎
上
演
に
情
熱
を
注
ぐ
村
人
た
ち
を
描
い
た
群
像
喜
劇
。
劇

場
公
開
直
前
に
急
逝
し
た
主
演
の
原
田
芳
雄
が
映
画
化
に
傾
注

し
て
き
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
見
事
な
遺
作
に
な
っ
た
。
原

田
演
じ
る
食
堂
の
店
主
・
風
祭
善
の
も
と
に
、
か
つ
て
親
友
だ

っ
た
男
と
駆
け
落
ち
し
た
妻
・
貴
子
が
戻
っ
て
き
た
。　

年
の

１８

時
が
流
れ
て
い
た
の
だ
が
、
貴
子
は
認
知
症
で
記
憶
が
喪
わ
れ

て
い
た
。
折
も
折
、
村
で
は
数
日
後
の
歌
舞
伎
上
演
に
備
え
て

稽
古
の
真
只
中
。
妻
に
も
、
昔
の
よ
う
に
歌
舞
伎
に
出
て
も
ら

え
ば
、
記
憶
が
甦
る
か
も
し
れ
な
い
…
。
出
し
物
は
「
景
清
」。

善
の
十
八
番
だ
。
源
氏
に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
平
家
の
落
ち
武

者
・
景
清
の
前
に
、
今
は
源
氏
に
嫁
い
だ
妻
の
道
柴
が
出
て
く

る
。
舞
台
の
袖
で
貴
子
は
思
わ
ず
呟
く
。「
許
し
て
も
ら
わ
な
く

て
も
い
い
か
ら
」
と
。
そ
れ
を
聞
い
た
原
田
芳
雄
の
表
情
が
何

と
も
い
え
な
い
。
惜
し
い
個
性
派
俳
優
を
喪
っ
た
も
の
だ
。「
一

度
目
は
悲
劇
、
二
度
目
は
喜
劇
」。
歌
舞
伎
と
実
生
活
、
虚
と

実
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
て
、
村
歌
舞
伎
は
大
団
円
へ
向
か
う
…
。

　

○
月
×
日　
「
蜂
蜜
」（
ト
ル
コ
、
セ
ミ
フ
・
カ
プ
ラ
ン
オ
ー

ル
監
督
）
は
父
子
の
絆
の
物
語
。
６
歳
の
少
年
は
い
つ
も
父
と

一
緒
。
あ
る
日
、
森
の
奥
に
蜂
を
探
し
に
行
っ
た
父
が
帰
っ
て

こ
な
か
っ
た
。
そ
の
日
を
境
に
少
年
は
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
。
悲
し
み
に
暮
れ
る
母
に
心
配
を
か
け
ま
い
と
、
少
年
に
自

立
の
心
が
芽
生
え
る
…
。
深
い
森
に
、
自
然
の
音
の
み
が
聞
こ

え
、
光
と
闇
の
対
比
が
美
し
い
。
詩
情
あ
ふ
れ
る
作
品
だ
。

　

○
月
×
日　
「
コ
ク
リ
コ
坂
か
ら
」（
ア
ニ
メ
、
宮
崎
吾
朗
監

督
）
は
、
東
京
五
輪
直
前
の
横
浜
が
舞
台
の
学
園
青
春
物
語
。

ま
だ
戦
後
の
混
乱
が
残
る
中
、
男
女
高
校
生
の
恋
心
に
、
出
生

の
秘
密
が
か
ら
む
。
老
生
に
は
石
坂
洋
次
郎
の
「
青
い
山
脈
」

を
思
い
出
し
た
。
た
だ
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
語
り
か
け
る
割
に

は
意
図
が
弱
く
伝
わ
ら
な
い
。「
デ
ン
デ
ラ
」（
天
願
大
介
監
督
）

は
姨
捨
山
に
捨
て
ら
れ
た
老
婆
た
ち
が
団
結
し
て
、
ア
マ
ゾ
ネ

ス
軍
団
と
な
り
村
人
を
襲
う
物
語
。
あ
の
浅
丘
ル
リ
子
や
山
本

陽
子
の
�
老
婆
�
ぶ
り
は
正
直
見
る
の
は
辛
い
。 
（
内
藤 
哲
）

１１９　経済倶楽部講演録―２０１１．８


